
は じ め に

近年の社会経済情勢の変化や､ 少子高齢化や核家族化の

急速な進行等により､ 市民の意識や価値観が多様化する中､

保健福祉行政に求められる住民ニーズもますます複雑多様

化しております｡

また､ 高度経済成長を経て物質的な豊かさを得た反面､

住民相互の連帯感が希薄化し､ これまで地域が持っていた

相互扶助の機能が低下しつつあります｡

このようなことを背景として､ 地域における様々な生活課題を主体的に捉え､

自ら解決に向けた取り組みを進める必要があるとの考え方のもと､ それぞれの地

域に暮らす人々が相互に連携・協力し地域全体で助け合い､ 支え合う地域社会を

目指して､ ｢いわき市地域福祉計画｣ を策定いたしました｡

本計画は､ 今後の本市の社会福祉行政全般に係る基本的指針であり､ ｢地域を

担う人づくり｣､ ｢地域を支えるネットワークづくり｣､ ｢住民一人ひとりに対応し

た多様なサービスの仕組みづくり｣､ ｢日々の生活の場としての地域環境づくり｣

の４つの目標を掲げ､ ｢個人｣､ ｢地域｣､ ｢行政｣ がそれぞれ協働して取り組むべ

き内容をとりまとめたものです｡

計画策定にあたっては､ 地域の日常生活に根ざした住民の方々の生の声をでき

る限り計画に反映するため､ 策定委員会の委員の公募や､ 各地域における ｢地域

福祉懇談会｣ の開催､ 計画素案に対するパブリックコメントの実施など､ 計画の

素案の段階から市民の皆様との協働により計画づくりを進めてまいりました｡

今後は､ 本計画の基本理念であります ｢誰もが住み慣れた地域で安全で安心し

て暮らし続けることができる地域社会｣ の構築に向けた取り組みを進め､ 地域福

祉を推進してまいりたいと考えておりますので､ 市民の皆様には､ これまで以上

に地域に目を向けられ､ 積極的な関わりを深めていただけますよう､ 御理解と御

協力をお願い申し上げます｡

結びに､ 真摯に御審議をいただきました ｢いわき市地域福祉計画策定委員会｣

の皆様､ ｢地域福祉懇談会｣ やパブリックコメントを通じて貴重な御意見､ 御提

案をお寄せくださいました市民の皆様をはじめ､ 御尽力をいただきました多くの

方々に､ 心よりお礼を申し上げます｡

平成 19 年 2月

いわき市長 櫛 田 一 男
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